
 

 プレスリリース 

きせかえトレードが続々と大手公式サイトでサービス提供を開始！ 

接続先会員数３００万人突破！ 

2012 年 2 月 17 日 

株式会社ヒューベース i（本社：東京都渋谷区、代表取締役：吉原大二 資本金：1 億円）は、きせかえレンタルＡＳＰ「きせかえトレード」の配信先として、アイ

ア株式会社が運営する「懸賞パズルパクロス」、株式会社フェイス・ワンダーワークスが運営する「ＧＩＧＡッｃｈ」にサービスの提供を開始した事をお知らせいた

します。 

 

＜きせかえトレード管理画面＞ ◆きせかえトレード導入のメリット 

「きせかえ」は、制作コンテンツの更新が煩雑、費用負担が重い等手のかかるサービスですが、「きせかえトレード」を

利用する事で、安価でかつ短期間で大量のきせかえを配信する事が可能になります。配信可能な取り扱いコンテンツ

数は他を圧倒的に凌駕し、保有数は２０１１年２月現在１,０００コンテンツを超えています。配信先の各社は、１．権利処

理された大量＆高品質のきせかえを配信可能、２．新機種に自動的に更新、３．ASP 提供によるサイト導入の負荷を軽

減と、きせかえ配信にて最も懸念される問題を解決しており、これまできせかえを配信していなかったサイトへも簡単に

導入できるようになりました。 

  

この度、導入にあたりアイア株式会社、株式会社フェイス・ワンダーワークスよりコメントをいただいております。 

◆アイア株式会社のコメント 

「｢きせかえトレード｣を利用することにより、低コストで「きせかえ」を導入できました。 

今後の売上アップに期待しています。」 

 

◆株式会社フェイス･ワンダーワークスのコメント 

「有料会員数 200 万人の弊社着メロサイト「ＧＩＧＡッｃｈ」において、「きせかえ」はユーザから要望が多い 

サービスの一つですので、短期間で大量の「きせかえ」を配信出来る「きせかえトレード」の導入には、 

大きな期待を寄せています。」 

 

◆今後の見込み 

きせかえトレードは、つなぎ込先会員数ナンバー１のきせかえレンタルＡＳＰとして、今後より一層の普及を目指してま

いります。今年度中には５００万人、来年度では１,０００万人のつなぎ込先会員数確保を予定しております。配信コンテン

ツも大手有名キャラクターの配信を始め、有名アーティストや有名アニメのコンテンツの配信を続々と予定しております。

また、オプションにてＦＬＡＳＨゲーム１００個も利用可能となっています。 GIGA ッｃｈ 

 
懸賞パズルパクロス 

◆利用料金 

初期費用（１メディア）  \100,000（税別） 

月額利用料 \15,000～（税別） ※同時配信数により費用変動いたします。 

 

◆ビジネスモデル 

配信サイト側（コンテンツ配信側）では１ダウンロード毎に従量費用が発生します。１ダウンロードあたり\0～\300 程度。コンテンツにより価格が変わります。

また、ダウンロード数を向上していただくにあたり、コンテンツの切り替えは自由。管理画面から選択するだけでコンテンツの更新が行われます。きせかえトレ

ードには、コンテンツホルダーとして、現在制作済みのコンテンツを提供を行う事もできます。コンテンツ提供については、費用負担は一切ございません。コン

テンツ利用許諾機能により、権利保護も万全です。リスクが少なく２次流通の事業に参入できます。 

 

■ 『きせかえステーションとは』 

株式会社ヒューベース i が展開する、きせかえに関する総合サービス。 これまでに 100 社以上との取引実績があります。 

１) きせかえ出力サービス 

2006 年のきせかえ黎明期当時で、当社の機種展開費は 5 万円（税別）でした。機種展開を徹底し、システムを合理化することで実機検証を不要とした結果、

2010 年は、きせかえ出力サービスでのスポット機種展開費を 500 円（税別）まで値下げし、サービスの合理化に成功しております。 

２) プレミアきせかえ 

著名なキャラクター、有名アーティスト等版権物のきせかえをデザインから制作し最大限機種展開して納品するサービスです。 

３) タイアップきせかえ 

企業の製品やキャラクター等、3 キャリア対応のきせかえ制作から配信まで可能なプロモーションを実現したサービスです。 

４) きせかえジェネレーター 

ユーザー自身の写真等を簡単に合成してきせかえにするサービスです。大手携帯キャリアに採用されています。 
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５) きせかえトレード 

きせかえコンテンツのレンタル提供型の ASP サービスとなります。きせかえ 1000 個以上の中から、配信サイト側がコンテンツを選択してすぐにサイトに並べ

ることができる導入リスクが非常に低いサービスです。 

６) スマートフォン用のきせかえ制作 

Android 端末向けのきせかえ制作サービスです。既に１００コンテンツ以上の制作実績あり。 

７) きせかえアプリ 

ドコモマーケット for i 用に提供するきせかえアプリサービスです。 

８) カンタンきせかえ 

デザイン・素材作成・実機検証が不要な、きせかえコンテンツの制作サービス。これにより、従来のきせかえコンテンツ制作価格の 10 分の１から 100 分の１

以下できせかえコンテンツの制作が可能となります。 

 

※「きせかえツール」は株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモの登録商標です。  ※「au」「EZweb」は、KDDI 株式会社の登録商標です。 

※「EZ ケータイアレンジ」は au のサービス名称、商標または登録商標です。  ※「きせかえアレンジ」はソフトバンクモバイル株式会社の登録商標または商標です。 

※SOFTBANKおよびソフトバンクの名称、ロゴは日本国およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または商標です。  

※本リリースに記載されている各種名称、会社名、製品名などは各社の商標または登録商標です。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ヒューベース i 広報担当 

〒150-0034 東京都渋谷区代官山町 14-23 セントラル代官山ビル 6F 

Tel: 03-5457-3218  Fax: 03-5457-3219 

Email：info@hubase-i.net  ServiceURL：http://kisekae-station.biz/  CompanyURL：http://hubase-i.net/

mailto:info@hubase-i.net
http://kisekae-station.biz/
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株式会社ヒューベースi（本社：東京都渋谷区、代表取締役：吉原大二　資本金：1億円）は、きせかえレンタルＡＳＰ「きせかえトレード」の配信先として、アイア株式会社が運営する「懸賞パズルパクロス」、株式会社フェイス・ワンダーワークスが運営する「ＧＩＧＡッｃｈ」にサービスの提供を開始した事をお知らせいたします。
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「きせかえ」は、制作コンテンツの更新が煩雑、費用負担が重い等手のかかるサービスですが、「きせかえトレード」を利用する事で、安価でかつ短期間で大量のきせかえを配信する事が可能になります。配信可能な取り扱いコンテンツ数は他を圧倒的に凌駕し、保有数は２０１１年２月現在１,０００コンテンツを超えています。配信先の各社は、１．権利処理された大量＆高品質のきせかえを配信可能、２．新機種に自動的に更新、３．ASP提供によるサイト導入の負荷を軽減と、きせかえ配信にて最も懸念される問題を解決しており、これまできせかえを配信していなかったサイトへも簡単に導入できるようになりました。
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この度、導入にあたりアイア株式会社、株式会社フェイス・ワンダーワークスよりコメントをいただいております。


◆アイア株式会社のコメント

「｢きせかえトレード｣を利用することにより、低コストで「きせかえ」を導入できました。


今後の売上アップに期待しています。」


◆株式会社フェイス･ワンダーワークスのコメント

「有料会員数200万人の弊社着メロサイト「ＧＩＧＡッｃｈ」において、「きせかえ」はユーザから要望が多い


サービスの一つですので、短期間で大量の「きせかえ」を配信出来る「きせかえトレード」の導入には、


大きな期待を寄せています。」


◆今後の見込み


きせかえトレードは、つなぎ込先会員数ナンバー１のきせかえレンタルＡＳＰとして、今後より一層の普及を目指してまいります。今年度中には５００万人、来年度では１,０００万人のつなぎ込先会員数確保を予定しております。配信コンテンツも大手有名キャラクターの配信を始め、有名アーティストや有名アニメのコンテンツの配信を続々と予定しております。また、オプションにてＦＬＡＳＨゲーム１００個も利用可能となっています。




◆利用料金

初期費用（１メディア）  \100,000（税別）


月額利用料　\15,000～（税別）　※同時配信数により費用変動いたします。


◆ビジネスモデル


配信サイト側（コンテンツ配信側）では１ダウンロード毎に従量費用が発生します。１ダウンロードあたり\0～\300程度。コンテンツにより価格が変わります。また、ダウンロード数を向上していただくにあたり、コンテンツの切り替えは自由。管理画面から選択するだけでコンテンツの更新が行われます。きせかえトレードには、コンテンツホルダーとして、現在制作済みのコンテンツを提供を行う事もできます。コンテンツ提供については、費用負担は一切ございません。コンテンツ利用許諾機能により、権利保護も万全です。リスクが少なく２次流通の事業に参入できます。


■　『きせかえステーションとは』


株式会社ヒューベースiが展開する、きせかえに関する総合サービス。　これまでに100社以上との取引実績があります。


1) きせかえ出力サービス


2006年のきせかえ黎明期当時で、当社の機種展開費は5万円（税別）でした。機種展開を徹底し、システムを合理化することで実機検証を不要とした結果、2010年は、きせかえ出力サービスでのスポット機種展開費を500円（税別）まで値下げし、サービスの合理化に成功しております。


2) プレミアきせかえ


著名なキャラクター、有名アーティスト等版権物のきせかえをデザインから制作し最大限機種展開して納品するサービスです。


3) タイアップきせかえ


企業の製品やキャラクター等、3キャリア対応のきせかえ制作から配信まで可能なプロモーションを実現したサービスです。


4) きせかえジェネレーター


ユーザー自身の写真等を簡単に合成してきせかえにするサービスです。大手携帯キャリアに採用されています。


5) きせかえトレード


きせかえコンテンツのレンタル提供型のASPサービスとなります。きせかえ1000個以上の中から、配信サイト側がコンテンツを選択してすぐにサイトに並べることができる導入リスクが非常に低いサービスです。


6) スマートフォン用のきせかえ制作


Android端末向けのきせかえ制作サービスです。既に１００コンテンツ以上の制作実績あり。


7) きせかえアプリ


ドコモマーケットfor i用に提供するきせかえアプリサービスです。


8) カンタンきせかえ


デザイン・素材作成・実機検証が不要な、きせかえコンテンツの制作サービス。これにより、従来のきせかえコンテンツ制作価格の10分の１から100分の１以下できせかえコンテンツの制作が可能となります。


※「きせかえツール」は株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモの登録商標です。　　※「au」「EZweb」は、KDDI株式会社の登録商標です。
※「EZケータイアレンジ」はauのサービス名称、商標または登録商標です。　　※「きせかえアレンジ」はソフトバンクモバイル株式会社の登録商標または商標です。

※SOFTBANKおよびソフトバンクの名称、ロゴは日本国およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または商標です。 
※本リリースに記載されている各種名称、会社名、製品名などは各社の商標または登録商標です。

本件に関するお問い合わせ先


株式会社ヒューベースi　広報担当

〒150-0034 東京都渋谷区代官山町14-23　セントラル代官山ビル6F


Tel: 03-5457-3218　 Fax: 03-5457-3219

Email：info@hubase-i.net  ServiceURL：http://kisekae-station.biz/ 　CompanyURL：http://hubase-i.net/

GIGAッｃｈ
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